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平成 31 年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（3月 24日実施） 

(平成 28 年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （3月 8日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒の学習意
欲 を 向 上 さ
せ、(主体的
な選択による
学習とキャリ
ア教育を通じ
て、将来の職
業選択を視野
に入れた、)
自己の進路へ
の自覚を深め
る教育課程編
成や組織的な
授業改善に取
り 組 む 。 ま
た、「プログ
ラ ミ ン グ 教
育 」 を 教 科
「情報」から
導入し、「全
教科」に波及
させる。 

②学校行事や生
徒会活動等を
充実させ、生
徒 が 自 ら 学
び 、 自 ら 考
え、行動する
意欲の促進を
図る。 

①多様な生徒の進
路希望に対応
し、学習効果の
向上を目指した
教育課程編成や
組織的な授業改
善に取り組む。 

①インクルーシブ
の視点をもって
全ての生徒にと
って学びやすい
学習環境を整え
る。 

①Ⅱ期プログラミ
ング教育研究推
進校として、Ⅰ
期の取組を継続
し、その成果を
授業改善に取り
入れる。 
 

②学校行事の企画
や運営に関して
生徒会や年次、
クラス単位で生
徒自ら企画・運
営するように指
導し生徒の社会
性を育む。 

①100分授業の中でより高
い教育効果を上げるこ
とを目指した授業改善
に努める。主体的、対
話的で深い学びについ
て非常勤講師を含めた
教員で情報共有し生徒
主体の授業を実践す
る。また、ＩＣＴを効
果的に活用し、「教材
工夫」や「主体的な学
習態度」の評価を向上
させる。 
 

①全ての教科でプログラ
ミング的な視点を生か
した授業やキャリア教
育を研究開発すると共
に生徒にも課題解決の
手法としてのプログラ
ミング的な視点を意識
させ、深い学びにつな
げさせる。 

 
②学校行事や説明会を生
徒が主体的に企画し、
運営することができる
ように指導する。 

①生徒主体の授業
改善を目指した
改善がなされ、
主体的、対話的
で深い学びにつ
いての手法やＩ
ＣＴを取り入れ
る 事 が で き た
か。また全ての
生徒にとって学
びやすく理解し
やすい学習環境
への改善ができ
たか。 

 
①プログラミング
的な手法を授業
やキャリア教育
に取り入れると
共に生徒にも状
況に応じて異な
る問題解決の方
法を意識させる
こ と が で き た
か。 

②生徒が自主性・
主体性を発揮し
学校行事を企画
運営する取組が
実施できたか。 
学校教育を活性
化させる新たな
取組を検討した
か。 

①100 分授業の中で、複
数の学習活動を組み合
わせたり、ICT 機器を
活用したりするなど、
様々な効果的な取り組
みが進められた。ま
た、教材や教え方を工
夫するなどして、生徒
の主体的、対話的な授
業展開を目指す授業改
善が推進された。 

 
 
 
①各教科でプログラミン
グ的な視点を生かした
授業を実施することが
できた。今年度は「や
るべきことを順序立て
て考える」ことを重点
目標とし、ねらいや授
業展開を意識した授業
を工夫することができ
た。 

②学校行事や説明会を生
徒が主体的に企画し、
運営することができる
ように指導した結果、
体育祭では競技の入れ
替えや部活動リレーな
どの新競技を実施でき
た。 

①ICT 機器の数が増え、
機材は充実してきた
が、今後は効果的な活
用のために授業での活
用方法等について研修
会を開催する必要があ
る。できることを理解
した上で、さらなる授
業改善のために活用し
たい。すべての授業に
生徒の主体的、対話的
な深い学びの場面を持
たせるため、互いの授
業研究を深めたい。 

 
①プログラミング教育の
５つの視点のうち「や
るべきことを順序立て
て考える」の目標のよ
り一層の実現のための
工夫と、他のプログラ
ミング教育の視点の活
用を踏まえた授業づく
りを工夫していく必要
がある。 

②自ら考え、自ら行動で
きるように、生徒会や
各実行委員をより活性
化させていく。 

・ソフト面（教

材開発、ペアー

ワーク）での先

生方の努力とハ

ード面（機器活

用）充実という

点で効果がみら

れ評価できる。 

・今年度もプロ

グラミング教育

の視点を生かし

て研究授業を全

教科で継続的に

取組んだ。 

・生徒保健委員

会の研究発表や

課題研究発表に

ついて感心し

た。着実に力を

つけている生徒

達に期待してい

る。 

・文化祭におけ

る生徒が生き生

した瞳、協力し

合う姿勢、人間

を作る源と感じ

た。今後も頑張

ってほしい。 

①【成果】総合学科と
して多様な授業手法
をとり入れる等、進
路希望に対応し、学
習効果の向上を目指
した教育課程編成や
様々な組織的な授業
改善に積極的に取組
むことができた。 

①プログラミング教育
研究を進める中で５
つの視点を設け、当
該教科以外の教科に
もその思考の視点を
踏まえた取組を広め
た。 

【課題】引き続き「や
るべきことを順序立
てて考える」の目標
実現のための授業改
善を行うとともに、
プログラミング教育
の考え方を踏まえた
授業事例として普及
させる。 

②【成果】部活動加入
率が向上し活性化し
たことで広報活動や
地域貢献にも活用で
きた。 

【課題】3 年後を見越
した生徒活動の充実
をさせたい。 

①今後も総合的に学習
研究グループが中心
となり具体的な活動
手法や ICT の活用法
などを提案しながら
指導法等を研究し、
改善を図りたい。 

 
①高校改革Ⅱ期目の推
進校として更に具体
的な取組計画を策定
する。 

①プログラミング教育
の視点を整理し更に
目標に向かって学校
全体で研究を深めた
い。また学校の取組
みを保護者や来校者
の理解を深める目標
掲示する看板を充実
させる。 

②今後も生徒主体の学

校行事に関して生徒

会や年次会、クラス

単位で生徒自ら企

画・運営するように

指導方法を工夫す

る。 

    

２ 生徒指導・支援 

①部活動の活性
化を通して、
責任感や連帯
感の涵養を図
る。 

 
 
 
②生徒一人ひと
りの個に応じ
た支援体制の
充実を図ると
ともに学校規
律を継続させ
る。 

 

①魅力ある部活動
となるよう支援
し、加入率の向
上や途中退部者
の減少に努め、
満足度を高め
る。 

 
② 支援教育につ 

いての理解を
深め、生徒一
人ひとりの困
り感やニーズ
を把握、共有
して支援し、
課題の解決に
あたる。 

①部活動の活性化を目指
し、新入生歓迎会等を
実施する。また、地域
や保護者向け部活動見
学日を設定し向上させ
ると共に本校への活動
への理解と満足度を高
めると共に発信し協力
を得る。 

②年次会、企画会議、職
員会議で生徒の情報を
共有し、必要に応じて
随時ケース会議を開く
とともに、スクールカ
ウンセラーや必要な相
談機関を有効活用す
る。 

①さまざまな取組を
実施し、加入率を
向上させ生徒・保
護者の満足度が高
まったか。地域等
の教育力を活用で
きたか。 

②ＳＣと連携体制を
取り、ケース会議
等の取組が支援の
必要な生徒の指導
に生かせ、課題解
決につながった
か。 

① 新たに部活動へ行こう

週間を設定し、部活動

へ参加する機会を充実

させた。結果として部

活動への参加率は向上

した。 

②各年次や会議を通じて

教職員間の連携が取れ

支援が必要な生徒には

SC 等と情報共有を行い

課題解決に努めた。SC

利用 17 回延べ 63 人

（保護者 6 人教員 3 人

利用）、ケース会議は

延べ 12 回開かれた。 

①部活動へ行こう週間を

さらに発展させるのと

ともに、再チャレンジ

の機会についても、充

実させていく。 

②SC の利用状況から保護

者や教員も悩みを抱え

ており、生徒の相談内

容の背景には家庭の影

響が大きく、家庭全体

への支援が鍵となるた

め外部機関との連携を

密にして個に応じた対

応と教職員情報共有の

強化が必要。 

・部活動の活性

化のため活躍生

徒の表彰と再チ

ャレンジ制度の

工夫は評価した

い。 

・SC と連携を深

めるため保護者

にも支援体制を

敷き、外部機関

との連携を密に

した個に応じた

対応は評価をし

たい。 

①【成果】部活動の活
性化を図ったことで
地域貢献、交流を深
められ広報活動を充
実させた。 
【課題】今後も部活
動の活性を継続的に
図り、再編・統合時
でも活性化を保って
ほしい。 

②【成果】ケース会議
やカウンセリングと
いった活発な活動を
図った。 

【課題】SC、外部機関

との連携体制の検討

したい。 

①さらに部活動の活性
を更に継続的に図
り、再編・統合時で
も生徒や保護者が理
解しやすい活動体制
を整える。 

②年次の教育相談担当

者を中心に生活指導

グループ、年次団、

養護教諭などの相互

の連携が重要であ

る。また早い段階で

情報交換や会議を設

けるように努めなけ

ればならない。 



  

３ 進路指導・支援 

①生徒が自らの
キャリア発達
を意識できる
進路指導の充
実を図る。 

① 学校外の教育力
を活用し、キャ
リア発達に配慮
した段階的、系
統的な進路指導
の充実を図る。 

② 学習支援・進路
支援の環境を整
備する。 

①インターンシップや上
級学校や企業、外部機
関との連携を深め、効
果的な進路ガイダンス
を実施する。 

①生徒の自己理解や進路
意識を促進するために
面談等を適切に実施す
る。 

②学習環境の整備、ｅポ
ートフォリオ（活動報
告書）の検討、学習方
法の指導などを行う。 

①効果的な進路ガ
イ ダ ン ス や 面
談・指導を実施
することができ
たか。 

② 学 習 環 境 の 整
備、学習方法の
指導などを検討
し解決に向けて
実施したか。 

①進路適性検査、学力
テストの振返り講演
会 、 公 務 員 対 策 講
座、出前授業等、各
種ガイダンス・面談
を外部機関とも連携
して、実施すること
ができた。 

②長期休業中の補習・

講習を充実できたが

学習方法指導に関し

てはガイダンスの中

であまり多く扱う事

ができなかった。 

①②生徒の希望進路を
実現できるよう、更
なる効果的なガイダ
ンスや面談、学習面
でのバックアップ体
制を充実させる。 

 

・長期休業中の

補習・講習の充

実を図るため外

部機関とも積極

的に連携を深め

た取組みは評価

する。 

・ｅ－ポートフ

ォリオの充実と

取組みを図って

ほしい。 

①【成果】四年制大学
を希望する生徒 120
名中 96 名が合格。日
ごろの指導の成果に
より進路未定者を少
なくすることができ
たと考えられる。 

【課題】新調査書、新

入試制度、ｅ－ポー

トフォリオ等の対

応。 

①四大受験の仕方や学

習の仕方を指導し、

３年次生対象の一般

受験のガイダンスを

強化し、進路実現に

つなげたい。 

②校内の Wi-Fi 環境を

充実させ満足度、課

題やアンケート等の

指標方法に活用す

る。 

４ 地域等との協働 

①地域との協働
を推進し、地
域に信頼され
る学校づくり
を進める。 

 
 

①地域や外部の教
育力を活用し、
また学校側から
も発信し地域に
信頼される学校
づくりを進め
る。 

 

①授業や部活動、委員会
活動など様々な場面を
とらえて地域貢献活動
や幼保小中学校との連
携・積極的な交流を通
じて、生徒の自己肯定
感を高め、地域からの
信頼を得る。 

①地域の教育力を
効果的に活用す
ることができた
か。また学校や
地域へ貢献する
と共に本校の教
育内容を発信し
理解を得ること
ができたか。 

 

①就業体験等校外活動
に 21 名参加した。授
業や部活動、委員会
活動での活動が地域
へ貢献することがで
きた。学校の教育内
容を発信できた。 

 
 
 
②１月 22 日に神奈川工
科大学より金井教授を
お招きしてプログラミ
ング教育研修会を行
い、全職員がロボット
プログラミングを体験
した。また、研究の成
果を情報科の教育課程
説明会で事例発表の形
で発信した。 

①できるだけ多くの生徒
が活動に参加できるよ
う努力する。また、生
徒数減のため来年度以
降のあり方について検
討する必要がある。 

 
 
 
 
②学校外の機関と協働研
究を継続するために、
今後も校内研修を企画
していく。また、校内
での取組みを外部へ発
信させる取組みを工夫
していく必要がある。 

・地域との繋が

りは大変だが

個々の生徒が地

域に戻った時に

「地域のために

何か！」貢献 

の気持ちを育ん

で欲しい。 

・限られた期間

ではあるが大沢

地区の各行事へ

の積極的な参加

を期待してい

る。 

①【成果】学校外活
動、ボランティア活
動等、連携先や参加
生徒数も増え、積極
的に取組んでいる。 

 【課題】地域との協
働連携において今後
も積極的に地域に出
ていくと共に地域の
教育力を学校に取組
む体制づくり図る。 

②【成果】プログラミ
ング教育の 1 つの視
点を目標として職員
全体で取組むことが
できた。 

 【課題】他の大学や

研究機関との連携を

深める。 

①生徒主体の取組みを
更に増やし、部活動
の活用などを中心に
考え、取組めるよう
工夫に努めたい。 

②プログラミング教育

研究推進校として学

校外の機関との協働

研究を継続するた

め、講師を招いた校

内研修を企画するな

ど、全職員が研究に

参加する体制を工夫

する必要がある。 

②「プログラミ
ング教育研究
推進校」とし
て、研究開発
に取り組む。 

 

②Ⅱ期プログラミ
ング教育研究推
進校として学校
全体の教育課程
においてⅠ期の
研究の継続と定
着を図る。 

②プログラミング教育研
究推進に係る民間企
業、大学、専門学校と
の協働研究や地域等へ
の発信等の取組を継
続・発展させる。 

②プログラミング
教育研究推進を
通して外部機関
との協働研究の
成果を外部に情
報発信したか。
地域との共同事
業 を 実 施 し た
か。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①すべての職員
が県立高校改
革の実施を踏
まえ、変化に
迅速に対応
し、前向きに
課題に取り組
む学校体制を
構築する。 

①Ⅱ期県立高校改
革「再編・統
合」事業を円滑
に進めると共に
教育課程の着実
な遂行と生徒の
活動を支援す
る。 

 
①県民から信頼さ
れる学校を目指
し、事故・不祥
事防止ゼロを達
成に向けて、職
員の自己管理能
力を育成する。 

①教育課程の遂行と「再
編・統合」による課題
を整理し、計画及び対
応する。 

 
 
 
 
 
①グループや総括教諭を
主体とした事故防止研
修等の校内伝達講習の
しくみを利用し教職員
一人ひとりの内面化を
図ると共に研修内容を
定着させる。 

①教育課程やグル
ープ業務・地域
や他の教育機関
との連携等の課
題を分析し、対
応計画を検討で
きたか。 

 
 
①総括教諭以外の
教諭も伝達者と
した事故防止研
修を実施し、教
職員一人ひとり
の内面化を図る
こ と が で き た
か。研修内容を
ファイリング保
存したか。 

②個人面談を行い
実効性の高い不
祥事防止に取り
組むことができ
たか。 

①再編・統合準備委員
会とは別に校内に再
編・統合プロジェク
トチームを立ち上げ
本年度の重点プロジ
ェクトを考え、見直
し、課題への対応を
図った。また、必要
に応じて学校運営協
議会、ＰＴＡ、同窓
会に報告し意見聴取
をした。 

 
①事故防止研修会を企
画・職員会議、職員
打合せ会等で管理職
と総括教諭で連携を
図り日頃のグループ
業務から自己管理能
力の意識が高まるよ
うに取組んだ。 

①諸課題の整理、方向
性、期限等の設定を検
討し、具体的な個々の
検討業務を現有のグル
ープや教科にお願いを
する。また、関係者の
意見も参考にする。 

 
 
 
 
 
 
①年度当初に全職員向け
に事故防止研修会資料
やファイルを作成し、
不祥事防止に対する意
識の統一を図る必要が
ある。 

・再編・統合に

向けて地域で協

力する行事等が

あれば協力は惜

しまない。 

・県民から信頼

される事故・不

祥事防止ゼロを

達成に向けて、

校内研修の他、

日頃のグループ

業務から実効性

の高い研修を企

画してほしい。 

①【成果】HP を県立高
校統一 CMS 形式に整
え情報発信の環境を
整えた。 
【課題】再編・統合
に向かって、教育活
動の成果や業務の進
捗状況を可能な限り
掲載したい。 

①【成果】大きな事故
無く取組めた。個人
情報等の管理につい
て手続き等を周知・
徹底することで職員
の意識を高めさせる
ことができた。 

 【課題】若手職員が
多いため意識の統一
や共有を図る。 

 

①課題研究、地域活動
の充実、生徒の主体
性を大切にした教育
活動を活性化するた
め、人材育成も図
り、継続して業務が
なされるように取組
みたい。 

①全教職員を対象とす

る研修の他に、グル

ープ討議や個人面談

等を増やすことでよ

り実効性が期待でき

たが、働き方改革を

意識した取組みを含

めた、時間的な制約

をどう克服すのか

が、次年度の改善点

である。 

 


